
１．コスト検証 

 

エネルギー・環境会議は、１０月３日、省庁横断的な組織として、「コスト

等検証委員会（委員長：国家戦略担当副大臣、委員：有識者１０名（別紙参

照）、以下「委員会」という）」を設け、原子力をはじめとした各電源のコスト

の検証作業に着手した。同委員会は８回にわたる公開の審議を経て、去る１２

月１９日、コスト等検証委員会報告書（以下「コスト検証報告書」という）を

とりまとめた。コスト検証報告書はこれから検討するエネルギーミックス等の

選択肢提示に必要な基礎的材料を提供するものである。以下のその要点を紹介

する。 

 

（１）コスト検証の新たなアプローチ 

 

試算に当たっては、原子力や火力などの大規模電源の発電コストのみを計算

した「総合資源エネルギー調査会電気事業分科会コスト等検討小委員会報告」

（以下、「２００４年試算」という。）と異なり、再生可能エネルギーやコジェ

ネなどの新たな電源の発電コスト、更には省エネに関するコストも試算し、新

規エネルギー事業者、あるいは需要家が主体となったエネルギー構造改革の可

能性を探ることとした。 

 

また、事故リスク対応費用やＣＯ２対策費用、政策経費等のいわゆる社会的

費用も加味することで、安全・安心という要素、環境対策という要素を取り込

んだコスト検証とした。 

 

更に、２０３０年時点でのコスト予測も行うことで、再生可能エネルギーの

量産効果や技術革新の可能性、火力に関する燃料費上昇やＣＯ２対策費用の上

昇の影響も反映したものとした。 

 

なお、現時点では、東京電力福島第一原子力発電所の事故費用が確定してお

らず、また核燃料サイクルのあり方、再生可能エネルギーの技術革新や量産効

果については一定の仮定を置いており、将来の見通しに関しては流動的な要素

もある。このため、国民各位がコスト検証報告書自体を検証することができる

よう、試算の前提、計算方法、確定しえなかった要素や数字などもすべて明ら

かにしている。 
 


